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R4.9 R4.１０ R4.11 R4.12 R5.1 R5.2 R5.3

協議会

WG
（ワーキンググループ）

回数・時期 内容

第１回
（９月１6日）

 CNP形成計画の策定の方向性、検討方法、スケジュール等について
①協議会の狙い ②最新情報の共有 ③取組・検討の方向性
④検討の進め方 ⑤市・企業などの取組

第２回
（１月中～下旬）

 CNP形成に向け、シナリオに基づいたケーススタディによる、港湾全体のエ
ネルギーキャリアの供給目標・供給計画、既存施設の活用等について
①供給目標・供給計画のケーススタディ ②既存施設の有効活用

第３回
（３月上～中旬）

 公表を前提としたCNP形成計画(案)、今後の検討組織体制等について
①CNP形成計画(案) ②今後の検討課題 ③今後の検討組織体制

第1回 第２回 第３回

第1回WG 第２回WG 第３回WG個別ヒア

１．全体スケジュール

 今年度（R4年度）内に、坂出港CNP形成計画（案）を取りまとめる。
 CNに関する各社の意向や方向性、坂出港全体のCN形成に向けた内容を検討・協
議する、WGを設置する。

■協議会・WG（ワーキンググループ）スケジュール（案）

■協議会の開催時期と内容（案）
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３
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２．検討の進め方

■個別ヒアリング・WGの開催

 事務局が立地企業と個別にヒアリングを実施する。
 個別ヒアリングの結果を踏まえ、坂出港全体のCNの方向性を検討し、WGにて提
示する。

 坂出港全体のCNの方向性に関して、 WGでの検討結果を踏まえ、各社で再検討。
また、必要に応じて、事務局と立地企業で再度個別ヒアリングを実施しながら、意
見の集約化を図り、坂出港CNP形成計画を取りまとめる。

再検討 再検討

内容検討
意見集約

2第２回協議会



3

２．検討の進め方

■個別ヒアリングの概要

 CO2排出量の把握について

 導入が望ましいエネルギーキャリアについて

 CNへの転換にあたっての課題について

 CNへの転換方針・条件・スケジュールについて

 個別ヒアリングは、立地企業と事務局（坂出市・日本工営都市空間）で個別に実施す
る。
（ヒアリング内容の情報については、守秘義務のもと、取り扱いに十分留意する。）
 実施時期は、９月下旬～10月中旬を予定。
 個別ヒアリングにおける内容は、以下を予定。

個別ヒアリングの内容


